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博士前期課程/後期課程院生の指導方針、具体的なカリキュラム、研究室での活動等

物質化学専攻 研究分野 界面物理化学

界面活性剤の会合状態について、物理化学的観点からの解明および蛍光プローブ法等による実験的検証に取り
組んでいます。アミノ酸系界面活性剤の溶液物性および生体関連物質との相互作用、ジェミニ型界面活性剤の合
成、刺激応答性界面活性剤の開発や新規蛍光プローブの探索等、様々な界面活性物質が形成する分子集合体
の溶解状態の解明と会合体形成による機能性発現を目指しています。また固液界面で形成されるさまざまな分子
集合体の構造・物性や機能を分子スケールで解明するナノ計測に関する研究も行っています。

研究課題の概要
研究室Webサイト http://kohka.ch.t.kanazawa-u.ac.jp/lab1/lab1.html

研究室連絡先メールアドレス 太田　明雄  <akio-o*at*se.kanazawa-u.ac.jp>

界面化学分野の専門知識と研究・実験手法の修得を通して、課題探究能力を身につける。月1回程度、研究課題
に関する中間報告会で意見交換を行い、研究交流・学会発表等を通じて深い考察と情報交換で視野を広げる。
博士前期課程：研究分野に関係する授業として、分子集合系化学、応用化学熱力学が開講されている。また、界
面化学、コロイド化学、分子間力と表面力等に関する英文テキストによるゼミを行っている。毎週午前中に輪番制
によりプレゼンテーションと質疑応答を行い、専門分野の理解を深める。
博士後期課程：研究分野に関係する授業として、分子集合体溶液論、界面物理化学特論が開講されている。研究
室における輪講・雑誌会で発表するとともに、コロイドおよび界面化学分野に関連した学会・油化学関連シンポジウ
ム・研究交流会等に参加して、課題の発見・提案、遂行能力を養っている。英文で書いた論文を学術雑誌に投稿
し、掲載決定されることが学位授与に必須となる。

研究室生活の紹介等
大学院生は研究遂行の中心的役割を果たし、機器の使い方からデータ解析の手法等、他のメンバーに教える立
場で活躍しています。研究室は個人にデスクが与えられているのはもちろんのこと、研究室にも共通の研究スペー
スに加え、個人の作業スペースが与えられています。また実験スペースと学習スペースは完全に分けられており、
学習スペースでは休憩もできるように、コーヒーやお茶がとれるようになっています。
研究室での生活はメリハリをつけることを心がけています。実験や勉強をやるときはとことんやり、遊ぶときはメン
バーで食事に行ったり、温泉に行ったりしてリフレッシュしています。

教員からのメッセージ
学生が主役！研究テーマを自ら選び、課題を探究します。皆さんの研究遂行をサポートします。必修科目はマラソ
ン！というのは半分冗談ですが、マラソンと同様に研究を行うということは、ゴールまでは長く辛くも感じますが、毎
日の積み重ねが大切です。主体的に取り組み、研究生活をエンジョイしながら、走りきることが皆さんの財産になり
ます。大学では体系的に基礎を学ぶことが大切で、常に好奇心をもって科学の普遍的な基礎を身に付けていれ
ば、将来の革新的な科学・技術の発展にも対応できます。
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